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二
十
歳
の
君
に

お
め
で
と
う

国
見
町
成
人
式

平 成15 年国 見町成 人式 が1 月１２日 挙

行さ れ、１５３名 （男８４名 女６９名） が

新 た に 大人 の 仲 間 入り を し まし た 。 会

場 の 観月 台 文 化 セン タ ー に は、 振 袖 や

紋付桍、スーツに着飾った新成人が集い、

式典では成人者命-人 一人の名前 が呼ばれ、

地 区 毎の 代 表 者 に 成人 証 書 が 授与 さ れ

まし た。　　　　　　　　　　 ●

そ の 後の 記 念 パ ー ティ ー では 、 参 加

者 全 員 で晴 れの 門出 を祝 い 乾 杯。 小 中

学 校 時 代の 恩 師 を 交 えて 、 久し 振 り の

再 会と 、互い の成長 を祝い まし た。

(聞連10 ページ)
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迎春
年
頭
に
あ
た
り

国
見
町
長

冨

永

武

夫

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町
民
の
皆
様
に
は
、新
し
い
年
を
希
望
に
満
ち
て
お
迎
え
の

こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
平
素
か
ら
町
政
各
般
に
亘
リ
ご
支
扱
、
ご
協
力
を
賜

り
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
一
年
を
振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
、
国
際
社
会
に

お
い
て
は
、各
国
で
の
爆
弾
テ
ロ
や
モ
ス
ク
ワ
劇
場
占
拠
な
ど

暗
い
話
題
が
続
き
ま
し
た
。
ま
た
、北
朝
鮮
の
拉
致
問
題
の
一

部
が
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
が
、
日
朝
両
国
の
国
交
正
常
化
交

渉
は
暗
礁
に
乗
り
上
げ
核
開
発
問
題
な
ど
課
題
が
残
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

国
内
に
お
い
て
も
、
引
き
続
く
経
済
不
況
に
よ
り
、
企
業
の

倒
産
、雇
用
不
案
な
ど
将
来
展
望
に
明
る
さ
の
見
え
な
い
一
年

で
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
巾
に
あ
っ
て
サ
ッ
カ

ー
ワ
ー
ル

ド
カ
ッ
プ
が

口
韓
共
催
に
よ
り
両
国
で
開
催
さ
れ
大
き
な
盛
り
上
が
り
を

み
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
小
柴
昌
俊
氏
、
田
中
耕
一
氏
の
お
二
人

が
。
ノ
ー
ベ
ル
賁
に
お
い
て
日
本
人
初
の
ダ
ブ
ル
受
賞
と
な
り

明
る
い
話
題
も
あ
り
ま
し
た
。

町
政
に
お
き
ま
し
て
は
「
豊
か
で
住
み
よ
い
活
力
あ
ふ
れ
る

町
づ
く
り
」
「
心
豊
か
な
人
に
や
さ
し
い
町
づ
く
り
」
を
町
政

運
営

の
目

標
に

か
か

げ

、
創
意

と
工

夫
に

よ
り

各

種
嘔

業
を

進

め

て

ま

い
り
ま

し

た
。

主
な

も
の

と
し

て

、
電

子
自

治

体
（

―

Ｔ

化

）
の
構

築
を

は
じ

め
国

見

ニ
ュ

ー
タ
吩

ン

分
譲

促

進
、
ａ

村

総

合
整

備
事

業

、
町

道
、
ふ

る
さ
と

農
道

。

林
尨

の
整

伽
、

上

、
下

水
道
等

の

生
活

環
境

の
轜
趾

浄

Ｆ

的

体
育

館

施
般

の

整

備

の
外

、
公

立

濔
Ⅲ

総
合

痾

院

荀
・
改
築

を
は

一`
め

健

康
の

推

進
と

福
祉

向
上

の

ぎ
棧

齟
。

』
取

少
組

み

ぶ

！

様
で

そ
れ

ぞ

れ
順

調
に

粢

が
迦

め

ら
誕

ね
こ
ろ

で

あ
り

ま
す

。

芒

い
４

４

示

隗

に

つ
Ｐ

偽

は

。
引
き

続
く

厳

し

い
財
政

事
情

も
と
・
地

方
違

の
推

進
、
少

子
商

齢
化

社

会

へ

の
対

鼻

訶

作

副

問
Ｘ

Ｋ

Ｊ

題
１

積
ｔ

お
り

ま
す

。
こ

の

心
ら
｛

中

今
麦
　
　
　
　
　
　

↑勺

な

行
財

政
の

運

営

に

努
め

従

来

に
も

齟

跼

業

環
境

健

康

、
行
、
財
政

基

盤
の
六

つ

の

匐

ｙ

一（

Ｗ

一
基

本
理

念

の
も

と
、
藤
田

駅

周
辺

整
備

事

業
に

濆
わ
　

少
ｒ

高
齢
化

社

会

に
対

応

し

た

児
童

（

保
育

所

）
高

齢

句

脊
癬
μ

デ

イ

サ

ー

ビ

ス
）
施

設
の

整
術

。
小

坂
地

区

緑
住
区

整

備
事

業

と
し
て

の

中

央
集

会

所
建

覡

Ｌ

拓

ｔ

建

設
恵

’・
　

・ら

に

は
ヽ
第

二
期

公

立
藤

田

病
院

四
ｗ

皿

匹
一

に

取
り

匹

ぺ

こ

ぎ

い

り

た

い
と

存

Ｉ

オ
・

洛

ダ

夜

摩

よ

や

に

労

で

み

た

い

街

」
を

キ
ー

ワ
ト

ヰ
に

バ
町

民

誰
も

が
｀
作
Ｊ

で

安

心
し
て

暮

ら

せ

る
町
づ

く
り

、
町
民

総
参

加

の
ら

り

く

匹ｙ

ｔ

枸
ｔ

ま

い
り

ま

す

の
で

本
年

も
変

わ

ら
ぬ

ご
支

．
ｙ

｀
Ｅ
｀

力

を

り

ま
す
よ

う

お
願

い
申
し

上
げ

ま

す
と

と
も

詞

民
皆

黝

に

と
り

ま

し

て

も
幸
せ

多

い
年

と

な
り

ま
す

よ
う
ヽ
か
μ

。ら

お
祈
り

申
し

あ
げ

ま
す

。



み
な
さ
ん
の
声
に
よ
る

町
づ
く
り
の
た
め
に

町

政

懇

談

会

２

国
見
町
で
は
み

な
さ
ん
の
「
声
」
に
よ
る
町
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
、
例
年
、
来
年
度
の
予
算
編
成
に
入
る
こ
の
時
期
に
町

政
懇

談
会
を
開
催
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
は
十
一
月
二

十
二
日

か
ら
十

二

月
四
日

に
か
け

、
五
ヵ

所
で

ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
聞

か
せ
い

た
だ
き
ま
し

た
。

町
で

は
町

民
総
参
加
に
よ
る
町
づ
く
り
を
進
め

、
寄
せ

ら
れ
た

意
見
を
大
切
に

、
で

き
る
も
の
か
ら
町
政
に
反
映
さ
せ
て

い
く
考

え
で
す
。

今
月
は
先
月
号
に
続

き
、
森
江
野
、
大
木
戸

、
大
枝
地
区
で

寄

せ
ら
れ
た
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

森
江
野
地
区

十
一
月
二
十
九
日
開
催

快
適
な
町
へ

沼
田
神
社
か
ら
東
側
へ
の
未

舗
装
部
の
整
備
に
つ
い
て
。

一

阿
武
隈
川
の
管
理
道
と
し
て

願
つ
て
い
ま
す
が
実
現
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
国
へ
再
度
要
望
し

ま
す
。

徳
江
・
前
屋
敷
内
の
道
路
拡

幅
を
。

一

必
要
性
は
分
か
っ
て
い
ま
す

が
、
予
算
の
而
で
要
望
に
応
じ

き
れ
な
い
状
況
で

す
。

徳
江
原
に
通
じ
る
水
路
は
深

く
、
管
理
が
大
変
で
す
。
改
善

で
き
な
い
か
。

一

排
水
目
的
の
た
め
深
く
な
っ

て
お
り
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

県
道
五
十
沢
国
見
線
の
拡
幅

に
つ
い
て

一

県
に
要
望
し
て
お
り
ま
す
が
、

要
望
力
所
も
多
く
実
現
に
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。
引
き
続
き
要
望

し
て
参
り
ま
す
。

神
明
地
内
に
は
ま
だ
未
舗
装

の
農
道
が
あ
り
、
舗
装
を
。

一

晨
道
舗
装
に
つ
い
て
は
補
助

事
業
で
進
め
て
お
り
、
採
択
さ

れ
る
こ
と
が
前
提
で
す
。
生
活

道
を
優
先
す
る
こ
と
を
ご
理
解

く
だ
さ
い
。

神
明
神
社
か
ら
東
に
通
じ
る

南
上
野
地
内
の
道
路
の
整
備
、

及
び
同
所
の
排
水
路
へ
の
Ｕ
字

溝
の
布
設
に
つ
い
て
。

一

財
政
而
な
ど
検
討
し
た

い
と

思
い
ま
す
。

森
山
峰
窪
か
ら
県
北
中
に
向

か
う
町
道
二
〇
四
〇
号
、
頂
上

部
に
Ｕ
字
溝
の
布
設
を
。

一
発
生
材
等
で
対
応
出
来
れ
ば

と
考
え
ま
す
。

森
山
沼
頭
地
内
の
排
水
路
の

整
備
を
。

一
今
年
中
に
着
工
の
見
込
で
す
。

安
全
な
町
へ

台
風
に
よ
り
滝
川
よ
り
越
水

し
農
地
等
が
冠
水
、
嵩
上
げ
等

堤
防
の
整
備
を
。

・
県
で
測
量
調
食
し
て
お
り
、

嵩
上
げ
な
ど
要
望
し
ま
す
。

森
山
第
二
集
会
所
前
の
水
路

は
勾
配

が
な
く
、
豪
雨
時
に
は

逆
流
し
集
会
所
敷
地
に
水
が
あ

ふ
れ
ま
す
。
滑
川
に
放
流
出
来

る
よ
う
に
。

一
滑
川
へ
放
水
出
来
る
よ

う
紫

備
し
て
お
り
、
管
理
は
地
元
で

願

い
ま
す
。



佐
久
間
川
改
修
橋
の
取
り
付

け
道
路
は
盛
土
高
く
危
険
で
す
。

ガ
ー
ド
レ
ー
ル

設
置
と
北
側
に

入
る
取
り
付
け
道
路
の
拡
幅
を

県
に
要
望
く
だ
さ
い
。

一

以
前
よ
り
申
し
入
れ
て
い
ま

す
が
実
現
し
て
い
ま
せ

ん
。
今

後
も
嬰
望
し
て
い
き
ま
す
。

徳
江
西
地
内
の
普
蔵
川
の
堤

防
の
改
修
に
つ
い
て
。

・

県
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

佐
久
関
川
改
修
に
関
し
、
①

和
平
橋
か
ら
福
田
方
向
へ
の
取

り
付
け
道
路
の
敷
砂
利
を
　

②

上
川
原
二
ヶ
所
の
水
門
管
理
用

の
電
灯
設
置
を
　
③
佐
久
間
川

堤
防
面
か
ら
水
が
沸
き
出
し
て

く
る
の
で
、
矢
板
を
打
っ
て
止

水
で
き
な
い
か
。

一

何
れ
も
管
理
者
の
県
に
強
く

お
願

し

ま
す

。

暮
ら
し
や
す
い
町
へ

浄
化
セ
ン
タ
ー
付
近
か
ら
月

１
回
程
度
、
汚
濁
し
た
水
を
垂

れ
流
し
し
て
い
る
。

一
徳
江
浄
水
場
で
水
を
洗
浄
す

る
際
に
出
る
マ
ン
ガ
ン
・
鉄
分

を
放
流
し
た
も
の
で
、
今
後
こ

の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ

う
に

い
た
し
ま
す
。

阿
武
隈
川
へ
保
原
猫
川
か
ら

汚
い
水
が
流
さ
れ
て

く
る
。

・
河
川
管
理
者
に
伝
え
ま
す
。

以
前
滝
川
で
魚
が
死
ん
だ
こ

と
が
あ
っ
た
が
、
原
因
は
分
か

り
ま
し
た
か
。

一

各
機
関
で
調
べ
て
も
ら
っ
た

が
、
わ
か
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

森
江
野
小
学
校
に
備
品
な
ど

を
入
れ
る
用
具
入

れ
を
作
っ
て

く
だ
さ
い
。

一

来
年
度
ｒ

算
に
お
い
て
実
現

で
き
る
よ
う
に
努
力
し
ま
す
。

藤
田
駅
前
は
朝
夕
の
混
雑
が

著
し
い
。
整
備
を
早
く
。

一

来
年
か
ら
二
ヵ
年
計
画
で
駅

周
辺
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

第
三
町
内
会
の
集
会
所
の
改

築
を
来
年
度
予
定
し
て
お
り
、

支
援
を
願
い
ま
す
。

一

出
来
る
よ

う
努
力
し
ま
す
。

放
置
自
転
車
が

見
受
け
ら
れ
。
放

置
な
ら
捨
て
る
こ

と
も
で
き
る
が
、

犯
罪
性
が
あ
れ
ば

そ
う
は
い
か
な
い
。

対
応
は
。

一

防
犯
登
録
証
が

つ
い
て
い
れ
ば
番

吁
を
讐
察
署
に
届

け
て
く
だ
さ
い
。

付
い
て
な
け
れ
ば

住
民
課
に
連
絡
く

だ
さ
い
。

大
木
戸
地
区
　
十
二
月
二
日
開
催

快
適
な
町
へ

国
見
製
菓
か
ら
集
会
所
を
経

て
高
城
集
落
へ
の
町
道
一
一
二

号
線
の
拡
幅
改
良
整
備
を
。

一
大
型
工
嘔
の
た
め
時
間
が
か

か
り
ま
す
。

高
城
山
居
か
ら
岩
測
遺
跡
ま

で
の
（
町
道
四
〇
二
四
号
）
耕

作
進
の
整
備
に
つ
い
て
。

・
大
傴
業
の
た
め
農
道
整
備
と

し
て
柿
助
嘔
業
で
対
応
し
た
い

と
考
え
ま
す
が
、
ま
だ
計
画
に

い
た
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

高
城
宮
前
地
内
の
四
〇
三

九

号
の
舗
装
を
。

・

必
嬰
性
は
分
か
り
ま
す
が
、

計
画
に
い
た
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

大
木
戸
か
ら
森
山
唐
杉
に
通

じ
る

二

こ
弓
の
拡
幅
整
備
に

つ
い
て

一

事
業
枠
が
少
な

く
な
っ
て
お

り
ま
す
が
。
今
後
と
も
実
現
に

努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。

大
木
戸
地
内
の
四
〇
六
〇
号

と
四
〇
五
五
号
に
つ
い
て
。
農

地
に
雨
水
が
入
り
ま
す
。
Ｕ
字

溝
の
布
設
な
ど
拡
幅
改
良
を
。

一
補
助
丿
業
で
な
い
と
対
応
難

し
く
、
今
年
は
ふ
る
さ
と
農
道

に
お
い
て
、
大
久
保
・
中
江
の

二
地
区
を
実
施
し
て
お
り
、
時

間
が
か
か
り
ま
す
。

ほ
場
整
備
地
内
の
西
大
枝
金

谷
か
ら
梁
川
町
に
通
じ
る
四
〇

二
八
号
の
舗
装
を
。

・
集
落
道
路
を
優
先
し
て
い
る

こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。
町

内
全
体
を
み
な
が
ら
進
め
て
お

り
、
梁
川
町
と
の
関
係
も
あ
り
、

時
闘
が
か
か
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

山
根
地
区
の
国
道
よ
り
北
側
、

鉄
道
よ
り
流
れ
る
堀
に
、
ｕ

字



溝
の
布
設
を
。

一
緊
急
性
の
度
合
い
を
見
て
対

応
し
ま
す
。

中

山
原
農
道
支
線
か
ら
南
へ
、

北
窪
地
内
の
農
道
拡
幅
を
。

・
支
線
を
つ
な
ぐ
枝
線
と
な
り
、

時
間
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
が
、

補
助
採
択
に
な
れ
ば
実
施
し
ま

す
。山

根
地
内
の
旧
四
号
（
一
一

〇
号
）
の
路
面
補
修
を
残
り
の

分
を
進
め
て
。

一
昨
年
も
実
施
し
て
お
り
、
現

地
状
況
を
見
て
対
応
し
ま
す
。

松
屋
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
か
ら
旧

四
号
ま
で
の
砂
利
道
の
整
備
を
。

一
地
椛
者
の
了
解
が
得
ら
れ
な

か
っ
た
継
過
が
あ
り
、
用
地
は

地
元
で
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

貝
田
洞
ノ
上
水
路
の
改
修
を
。

一
延
艮
が
艮

く
、
断
面
が

Ｉ
ｍ

を
越
す
こ
と
か
ら
、
補
助
嘔
業

で
な
い
と
対
応
で
き
な
い
状
況

で
す
。

貝
田
寺
脇
か
ら
貝
田
駅
へ
の

四
〇
〇
六
号
の
延
長
に
つ
い
て
。

一
必
僥
性
や
利
用
頻
度
か
ら
実

現
は
難
し
い
で
す
。

こ
れ
ま
で
貝
田
地
区
で
要
望

し
て
い
る
、
四
ツ
穴
林
道
の
落

石
防
止
工
事
、
杉
ノ
内
農
道
の

拡
幅
、
柿
場
農
道
の
新
設
に
つ

い
て
。

一

い
ず
れ
も
、
大
き
な
嘔
業
で

あ
り
、
袖
助
嘔

業
等
で
な
い
と

取
り
糾
め
ず
時
問
を
要
し
ま
す
。

安
全
な
町
へ

高
城
西
地
区
の
用
水
路
、
大

雨
時
に
溢
れ
ま
す
。
大
き
な
も

の
に
布
設
替
え
を
。

一
人
兩
時
や
か
ん
が
い
期
な
ど
、

上
流
の
分
水
操
作
で
協
力
下
さ

い
。牛

沢
川
の
河
床
整
備
に
つ
い

て
。

一
現
在
光
明
か
地
区
で
砂
防
嘔

業
に
よ

り

全
而

的

整
備

に
収

り

組

ん
で

お
り

ま
す

。
管

理
し

て

い

る
県
に

継
続

し

て
要

望
し

て

い
き

ま
す

。

県
道

貝
田

梁
川

線
の

側
溝

が

狭

い

た
め

大
雨

時

水
が

溢
れ

て

し

ま
い

ま

す

。
布

設
替

え
等

を

。

一

勾
配

等

現
地

を

確

認
し

県
に

要
望

し
ま

す
。

細

蕨
溜

池
に

流
入

す

る
水

路

は
落
石

に

よ

り
流

れ
が

悪
く

な

っ

て
い

ま

す

。
特

に
横
断

溝

の

と
こ

ろ

が
ひ
ど

く

、
岩

石
除

去

を

。

一

現

地
を

み
て

対

応
し

ま
す

。

高

城
古

屋
敷

地
内

用

水
路

の

分
水

点
で

水

が
溢

れ

ま
す
の

で

改

善

を
。

一
部

崩

れ
て

い

る
の

で

改

修
を

。

一

先

の
台

風

六
‥
。り
で
被

害
を

受

け

た
と
思

わ

れ
ま

す
。

復
旧

し

ま
す

。

国

道
四

号
か

ら
旧

国

道
の

取

付

道

法
面
の

雑

木

伐
採

を
。

国

道

四
号

法

面
の

伐
採

に
つ

い

て

も
伝
え

て

く
だ

さ
い

。

一

現

地
を

確

認
し

対
応

し
ま

す
。

ま

た
、
川

逆
分

に

つ

い
て
は

国

へ

要

望
し

ま
す

。

細

蕨
地
内

の

武
士

沢
川

に

ガ

ー
ド
レ

ー
ル

の

設
置

を

。

一

現
地

を

見
て

検

討
し

ま
す

。

貝
田
片
住
地
内
の
砂
防
工
事

の
促
進
を
。

一

県
に
引
き
続
き
要
望
し
ま
す
。

貝
田
地
内
の
旧
四
号
（
四
〇

一
二
号
）
の
路
面
補
修
を
。

一

い
た
み
の
ひ
ど
い
所
よ
り
対

処
し
て
ま
い
り
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ヤ
入
口
の
ガ

ー
ド
部
側
溝
に
蓋
を
交
付
く
だ

さ
い
。

・

昨
年
処
理
し
て
お
り
、
追
加

分
を
相
談
く
だ
さ
い
。

暮
ら
し
や
す
い
町
へ

貝
田

住
宅
入
口
付
近
の
国
道

改
良
の
説
明
会
が
あ
り
ま
し
た

が
、
町
か
ら
も
信
号
機
の
設
置

に
つ
い
て
要
請
く
だ
さ
い
。

一
住
民
課
と
建
設
課
で
対
応
を

協
議
し
関
係
機
関
に
嬰
望
し
ま

す
。貝

田
駅
か
ら
貝
田
の
町
中
へ

通
じ
る
近
道
に
、
防
犯
灯
の
設

置
を
。

一
現
地
を
確
認
し
協
議
し
ま
す
。



大
枝
地
区

十
二
月
四
日
開
催

快
適
な
町
へ

富
士
見
橋
取
付
け
道
路
の
下

を
通
過
す
る
排
水
路
に
Ｕ
字
溝

布
設
を
。

一

緊
急
性
を
勘
案
し
検
討
し
ま

す
。富

士
見
橋
関
連
で
中
道
の
拡

幅
整
備
に
つ
い
て

。

一

橋
完
成
後
に
現
地
を
見
さ
せ

て

い
た
だ
き
ま
す
が
、
新
た
な

整
術
は
難
し
い
状
況
で
す
。

牛
沢
川
、
孝
徳
水
路
の
整
備

に
つ
い
て
。

・

現
在
、
砂
防
嘔
業
で
光
明
か

地
区
を
実
施
し
て

お
り
。
な
か

な
か
進
ま
な
い
状
況
で
す
。
孝

徳
水
路
と
あ
わ
せ
て
、
引
き
続

き
要
望
し
ま
す
。

西
大
枝
根
岸
西
地
内
町
遭
改

良
の
見
通
し
に
つ
い
て
。

・

要
望
は
い
た
だ
い
て

い
ま
す

が
、
予
算
付
け
が
容
易
で
な
い

状
況
で
す
。

ほ
場
整
備
内
の
農
道
（
五
〇

〇
八
号
及

び
五
〇
二
九
号
）
舗

装
を
。

一

補
助
事
業
で
採
択
さ
れ
れ
ば

実
施
し
ま
す
。

西
大
枝
竹
の
内
地
内
の
水
路

整
備
を
。

一

現
地
を
見
て
検
討
さ
せ
て

く

だ
さ
い
。

安
全
な
町
へ

牛
沢
川
築
館
橋
の
上
流
亀
張

り
の
継
手
が
え
ぐ
ら
れ
て
い
ま

す
。

一

現
地
を
調
査
し
、
県
に
対
応

を
要
請
し
ま
す
。

牛
沢
川
に
増
水
時
に
流
さ
れ

た
倒
木
や
根
が
あ
り
、
流
れ
を

阻
害
し
て
い
ま
す
。
除
去
を
。

一

昨
年
十
月
に
一
部
処
理
し
ま

し
た
が
、
引
き
続
き
県
に
お
願

い
し
ま
す
。

農
道
橋
の
下
が
素
掘
り
の
た

め
洗
掘
さ
れ
て
い
ま
す
。

一

現
地
を
見
て
対
応
し
ま
す
。

欠
下
橋
よ
り
上
流
の
滝
川
堤

防
の
築
堤
計
画
に
つ
い
て
。

一

唹
成
の
大
改
修
で
欠
Ｆ
橋
ま

で
は
改
修
さ
れ
ま
し
が
、
上
流

部
は
県
の
竹
理
区
城
と
な
り
、

上
流
部
の
築
堤
に
つ
い
て
要
望

し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
。
昨
年

七
月
に
県
の
計
画
概
要
の
説
明

会
火
施
さ
れ
、
滑
川
も
含
め
、

広
範
囲
な
整
備
を
要
望
し
ま
し

た
。
今
年
の
台
風
で
越
水
や
破

堤
が
あ
り
、
県
で
沌
川
の
堤
防

嵩
Ｌ

げ
に
つ
い
て
調
介
を
行
っ

て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
滑
川
も

含
め
引
き
続
き
嵩
Ｌ
げ
等
要
望

を
行
い
ま
す
。

西
大
枝
・
玉
手
商
店
付
近
に

消
火
栓
を
設
置
し
て
。

一

多
く
の
要
望
が
寄
せ
ら
れ
て

お
り
、
消
防
団
と
現
地
を
兒
て

検
討
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

暮
ら
し

や
す
い
町
へ

防
火
水
槽
の
泥
上
げ
に
つ
い

て
、
機
械
利
用
の
場
合
、
補
助

を
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

一
対
応
を
検
討
し
た

い
。

水
道
水
が
臭
う
時
が
あ
る
。

一
マ
ン
ガ
ン
や
鉄
な
ど
含
ん
で

お
り
、
流
れ
が
悪
い
所
で
は
臭

う
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
時
に
は

水
道
課
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

現
在
、
水
を
循
環
す
る
計
画
を

進
め
て
お
り
、
ま
た
、
摺
上
川

か
ら
の
水
と
な
れ
ば
、
解
消
で

き
る
と
思
い
ま
す
。

雑
排
水
や
浄
化
槽
か
ら
の
排

水
を
流
す
屋
敷
内
の
排
水
路
は

水
の
流
れ
て
い
な
い
時
期
に
は

臭
い
等
の
問
題
が
起
き
ま
す
。

生
活
水
路
の
計
画
も
お
願
し
ま

す
。

一

住
宅
の
改
築
時
な
ど
放
流
先

の
確
認
し
て

い
ま
す
が
、
用
排

兼
用
の
場
合
が
多
い
状
況
で
す
。

屋
敷
内
は
自
己
責
任
で
行
っ
て

頂
き
、
難
し

い
と
思
い
ま
す
が

管
理
を
お
願

い
し
ま
す
。

県
道
五
十
沢
・
国
見
線
の
西

大
枝
堤
前
で
交
通
事
故

が
起
き

て
お
り
、
街
路
灯
の
設
置
を
。

一

町
内
会
長

さ
ん
や
交
通
安
全

部
会
長
さ
ん
ら
と
現
地

を
確
認

し
協
議
し
ま
す
。

町
の
収
入
が
少

な
く
な
っ
て

お
り
、
職
員
の
人
件
費
抑
制
策

は
。

・

行
政
執
行
に
あ
た
り
、
コ
ス

ト
の
低
減
に
努
め
て
お
り
、
委

託
な
ど
効
率
化
に
心
掛
け
て
お

り
ま
す
。
職
員
数
は
減
っ
て
い

る
状
況
で
、
事
務
が
増
加
す
る

中
、
効
率
的
執
行
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。



平成15年度 米の生産調整配分率 38.
3％

へ

昨 年 よ り1.7％ 増
平成12年度より実施さ れている｢ 水田農業経営確立対

策｣ により、生産調整が行われておりますが、県より配

分された平成15年度の生産調整目 標面積 については､ 前

年度より6.2  %増の231  .9268haと なりました。

これを受け､ 去る12月27日に国見町水田農業推進協議

会を開催し､ 平成15年度の配分方針等について決定さ れ

ました。

現在は各地区協議会に続き､ 各集落での脱明会を開催

し､ 農家のみなさ まへ｢平 成15年度生 産調 整実施計画皙｣

の作成をお願いしているところ です。

農家のみなさ まにと って､ 転作は大変厳し いも のであ

りますが、生産調整目標面積の達成に向け、ご 理解とご

協力をお願いいたし ます。12月27日に開催 された国見町水田農業推進協議会

平成15年度 とも補償制度について
水Ⅲ農業経営 確政対策における助成制度「とも補

償1 について、お知らせします。

１、「全国とも 補償」について

とも 補償 参画 者から

の 拠出 金 〔水 稲作 付而

積４,CX〕Ｏ円 ／１０ａ）と

国 の助成 に より、 資金

を造 成 し、こ れ を米の

計 両的 生産 を火施 した

生産 者 に対し 、右 表の

とおり 交付さ れ ます。

全国とも補償交付基準00  日当たり）

交付対象作初 �全ｉ とも柵恫�七皀遭成工跚

一般作物淺 癶971･･�10,CXX}円 �3.]円

特例作初fQSS」 �10,(XX}円 �3. 〕円

永年性作初哺咆粤:�10.(X刃円 �3 刃円
贖観形成等水田 �10,(XX}円 �3. 歟〕円

綱整水田 �4. 円 �3.〔XX〕円

目己保全管理 �2,〔XX}円
�-

φ一凧作物において．経営嘯立助成の又句靉件

を馮たす場合,10(x刀円が上吸口さります．

２、「地域とも 補償」について

川標面秋迷成 者と未達成者の不公平感を是正する

ため、国兄町独自に収り組んでいる制度です。町配分

未達成者から未達成面積割30,(XX)円/  IO aを拠出し

ていただき、町配分超過達成者に対し。超過達成而袖

割で交付します。

※こ の他にも経営確立助成や稲作経営安定対策

など国・県・町の助成制度があります。詳しい内

容等についてはお問い合わせく ださい。

平成15年度 農業者別目標面積
唹成15 年度 各 農業 者の 目 標 而積 に つい て

は､ 水川 而積（畦 畔 分を除 い た而積 ）に38.3 ％

を乗し た 而積（ 昨年 より1.7% 増） となり ま

す。

平成15年度
生 産 調 整

目 標 面 積

水 田( 水張)

面 積
38.3 %

＊加工用米数量の配分について

生産 調整の 実施 而積（力I囗こ米 １袋/30kg 当

たり0.  a  ) とし て算 入さ れる 加工米 に つい

て も 前年同 様の 配 分を行い ます。（帳 作 等面

積 によ り実施 する 場 合は､ 加工 米の取 り組 み

は 実施し なく ても よい ）

平成14年度の実施状況につい

て
早成14年度の 水田 農業 経営確 立対 策につい

ては、県からの配分面積に対し、町全体で目標

を達成 するこ とがで き、特に、振興作物である

麦・大豆等の作付拡大及び果樹の定着が図られ

ました。ご協力をい

ただ きました農家

の皆様方に対し、感

謝申し上げます。

生産調整配分面桶(Ａ)�2 は 14り

生産調整実施面楠(Ｂ)�4 , 97り

生産皿整実施率(8/A)�| 叺0％

平成14年度生産調整緊急拡大分に
係る助成金の取扱いについて

生産調整緊急拡大分達成に対する助成金として､下記の２種類が
交付されます。

①水田作付体系転換緊急推進事業（国補助金）

補助金交付額　　1  . 1 .015円

②地峨水田膜集経宮確寸古援事業（県禰助金）

補助金交付額　　　6  ｰ 円
助成 金の収扱い については､国 見町水 ほl農業推地 協議会 において

協議した 砧果、生産 調鰹目 標而積（配分 率関 . 6 % ) を達成し た方の

超 過而積 に対し、約４,（XX）円/  a を 交付します。

生産調整実施
面積(Ｂ)の内訳

【
お
問
い
合
わ
せ

】

Ｊ
Ａ

伊
達
み
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農
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８
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６
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国
見
町
役
場

農
林
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｛
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５
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６



村合併
未来をいつしょに考えましょう

現
在
「
町
村
合
併
」
が
話
題
と
な
り
、
テ
レ

ビ
や
新
聞
で
大
き
く
報
道

さ
れ
て
い

ま
す
。
国
で
は
三
二
一
八
あ
る
市
町
村
の
数
を
三
分
の
一
の

１
０
０
０
に

す
る
こ
と

を
目
標
に
「
市
町
村
合
併
」
を
進
め
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
生
活
圏
は
ま
す
ま
す
拡
大
す
る
一
方
。
住
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化

、
少
子

高
齢
化
や
財
政
問
題
な
ど
大
き
な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
市
町
村
は
こ
れ
ま
で

以
上
に
、
行
政
能
力
の
向
上
や
財
政
基
盤
の
強
化
が
求
め
ら
れ
る
一
方
、
解
決
手
段

と
し
て
、
合
併
や
広
域
行
政
が
論
議
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
町
村
合
併
は
、
地
域
及
び
国
見
町
の
将
来
を
大
き
く
左
右
す
る
重
大

な
問
題
で

す
。
今
後
、
市
町
村
合
併
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
み
ん
な
で

地
域
の
将
来
、
国
見
町
の
将
来
を
考
え
ま
し
よ
う
。

な
ぜ
今
、
合
併
な
の

（
国

の
考

え
方

）

現
在
の
市
町
村
の
区
域
は
、

昭
和
三
卜
年
頃
に
出
来
た
も
の

で
、
国
見
町
は
昭
和
二
ふ
卜
九
年

三
月
に
、
一
町
四
力
村
が
合
併

し
て
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

五
十
年
近
く
経
て
、
私
た
ち
の

生
活
や
市
町
村
を
取
り
巻
く
状

況
が
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。

◆
住
民
の
日
常
生
活
圏
の
拡
大

マ
イ
カ
ー
の
普
及
や
交
辿
網

の
発
達
な
ど
、
日
常
生
活
圏
が
、

市
町
村
の
枠
を
越
え
て
広
が
り
、

広
い
見
地
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

が
求
め
ら
れ
ま
す
。

◆
地
方
分
権
の
進
展

住
民
サ
ー
ビ
ス
な
ど
巾
町
村

が
自
ら
の
判
断
に
よ
り
で
き
る

範
闘
が
広
が
り
、
行
政
能
力
向

匕
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

◆
少
子
高
齢
化
の
進
行

高
齢
者
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
充

実
が
求
め
ら
れ
る
一
方
、
そ
れ

を
支
え
る
人
た
ち
の
社
会
的
負

担
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
効
率

的
運
営
と
人
的
、
財
政
的
基
盤

の
強
化
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

◆
新
た
な
行
政
需
要
の
発
生

住
民
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
・
鳥

度
化
し
、
こ
れ
に
対
応
す
る
た

め
の
刄
門
的
な
知
識
・
技
能
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

◆
財
政
状
況
の
悪
化

国
、
地
方
介
わ
せ
て
七
町
兆

円
も
の
長
期
債
務
を
抱
え
る
厳

し

い
財
政
状
況
の
ド
、
よ
り
効

率
的
な
行
政
運
営
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

巾
町

村
は

大

き
な

課
題

を
抱

え

て

い
ま
す

。

こ
の

課
題

の
解

決

策
の

一

つ
と
し

て

巾
町

村
合

併

が

進
め
ら

れ

て

い
ま
す

。

国
で

は
「
合

併
支

援
プ

ラ

ン
」

を

策
定

し
推

進
し

て

い
ま

す
。

合
併
へ
の
国
の
支
援

平
成
十
七
年
三
月
ま
で
に
合

併
す
る
巾
町
村
を
対
象
と
し
て
、

①
地
方
交
付
税
（
普
通
）
算
定

の
特
例
（
十
ヵ

年
間
、
現
在
の

交
付
額
を
保
障
、
そ
の
後
丘
力

年
激
変
緩
和
）
②
合
併
直
後
の

臨
時
的
経
費
に
対
す
る
地
方
交

付
税
措
置
（
行
政
の
一
体
化
、

行
政
水
準
、
住
民
負
担
水
準
の

格
差
是
正
に
僥
す
る
経
費
）
③

巾
町
村
建
設
計
画
に
基
づ
く
、

ま
ち
づ
く
り
建
般
事
業
に
対
す

る
（
合
併
特
例
債
十
ヵ
年
間
）

等
の
内
容
で
、
国
か
ら
支
援
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

県
内
・
伊
達
郡
の
取
り
組
み

福
島
県
内
で
は
棚
倉
・
塙
・

鮫
川
町
を
は
じ
め
、
大
沼
西
部
、

川
村
六
町
、
二
本
松
巾
・
安
達
・

岩
代
・
東
和
町
な
ど
で
。
合
併

協
議
会
を
設
Ｍ
し
、
合
併
に
向

け
て
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、
矢
祭
町
や
一
二
春
町

で
は
合
併
し
な
い
方
向
を
打
ち

出
し
ま
し
た
。

伊

達
地
方

で
は
町

村
会

に

『
広
域
行
政
推
進
調
査
会
』
を

設
匿
し
、
広
域
行
政
の
あ
リ
方

等
を
調
査
、
研
究
、
郡
内
各
町

の
財
政
状
況
調
μ

の
作
成
な
ど

し
て
お
り
ま
す
が
具
体
的
な
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
。
ま
だ
白

紙
で
す
。

町 政懇 談会後

町村合併について報告
町政懇 談会終了後｢町村合併

について｣ と 題して､ 合併の歴

史や国の支援策､ 県内の動きや

伊達地 方におけ る 取り 組みが

報告さ れ､更に地方制度調査会

の内 容も紹介されまし た。



市町
地域の将来、国見町の

伊達９町
人口　121239 人
面積　494.94km

人口は平成12年
国勢調査の人口

国
の
強
力
な
推
進

昨
年
暮
、
首
相
の
諮
問
機
関

で
あ
る
「
地
方
制
皮
調
査
会
」

の
西
尼

勝
副
会
長

の
私
案

や

「
自
山
民
主
党
地
方
行
政
鯛
介

会
、
地
方
自
治
に
関
す
る
検
討

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
の
中

間
報
告
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
強

力
な
市
町
村
合
併
推
進
を
求
め

る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
。
小
規
模
町
村
へ

合
併
の
強
制
と
な
り
か
ね
ず
、

全
国
町
村
会
を
は
じ
め
各
町
村

は
、
合
併
は
住
民
愚
思
に
基
づ

く
市
町
村
の
自
主
的
、
主
体
的

判
断
に
よ
る
べ
き
も
の
と
し
て
、

こ
れ
に
は
強
く
反
論
し
て

い
ま

す
。

合
併
は
住
民
意
思
に
よ
り

合
併
に
は
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る

反
而
デ
メ
リ
ッ
ト

も
あ
り
ま
す
。

将
来
に
つ
な
が
る
人
き
な
課
題

で
す
。
町
で
は
近
隣
町
の
助
き

を
注
視
し
つ
つ
『

あ
く
ま
で
化

民
憲
思
に
よ
り
国
兄
町
の
将
来

を
誤
り
の
無
い
よ
う
方
向
づ
け

を
し
て
参
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

次
り
以
ド
に
お
い
て
、
国
の
具

体
的
な
考
え
方
や
広
城
行
政
の

状
況
。
全
川
町
村
公
の
考
え
方

な
ど
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

合・併・ の・歴・史

Ｉ 明治の大合併 (明治22年､市制､町村制施行)
明治22年：小学校事務の処理を目的にIX〕戸から5{X}

戸を標準とした。

(徒歩生活の範囲) 全 国 引 .314⇒15,859市町村

福島県1,731 ⇒　413 市町村

ｎ 昭和の大合併 (昭和28年､町村合併促進法施行)
昭和29年～31年：新制中学校区人口､8. 人を

標準とした。
(自転車で活動できる範囲) 全 国3,472 市町村

福島県　120 市町村

Ⅲ 平成の大合併
(市町村の合併の特例に闘する法律。

平成17年３月31日期限)

自動車の普及による生活圏・経済圏の拡大・地

方分椎の進展・少子高齢化社会の進行・厳しい剩

政状況
全国3.218市町村⇒1.(XX)市町村に

基礎的自治体 (人口概ね３万人以上)
自治体経営の単位

小規模自治体 (特例法の期限まで合併しなかつ

た１万人未満の町村）

国見町の変遷

明治９年 明治22 年 昭和29 年

小 坂 村
泉 田 村
内 谷 村
鳥 取 村

藤 田 村
山 崎 村
石毋田村

森 山 村
徳 江 村
塚野目村

大木戸村

高 城 村
光明寺村
貝 田 村

東大枝村
西大枝村
川 内 村

小坂村

人囗651 人

257戸

藤田 村

人 囗2  , 529人

442 戸

( 大正4 年町制)

森江野村

人口1  .987人

312 戸

大木戸村

人囗1 .499人

228 戸

大枝村

人囗1 .694人

278 戸

国 見 町
昭和29年
３月31日

１町４力村合併

人口15.445 人

2.580 戸

昭和29年4月15日
東大枝地区分村

【昭和25 年４月､ 小坂村･藤田町･ 森江野村で組合立県北中学校開校】



成
人
お
め
で
と
う

将
来
を
担
う
み
な
さ
ん
の

ご
活

躍
を
期

待
申

し
上

げ
ま

す

成
人
式
で
は
￥

水
町
長
が
「
こ
卜

。
隰
紀
を
担
う

皆
さ
ん
が
、
礼
会
の

Ｉｎ

と
し
て
、
自
党
と
研
鑚
に

よ
り
ご
活
躍
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
ご
と
式
辞
を

述
べ
、
代
表
行
へ
成
人
証
ｋ
‥
と
記
念
品
を
授
与
し
ま

し
た
。
佐
藤
忠
美
議
会
議
災
と
佐
久
間
中
雄
逸
挙
管

理
委
ｕ

長
が
祝
辞
を
述
べ
、
新
成
人
を
代
表
し
卓
川

和
樹
さ
ん
（
小
林
）
が
「
困
難
に
な
ち
向
か
い
、
個

を
熟
成
さ
せ
、
未
来
の
自
分
に
胸
が
は
れ
る
よ
う
精

一
杯
生
き
て
い
よ
う
と
思
い
ま
す
。
」と
誓
い
を
述
べ

ま
し
た
。

式
終
了
後
、
紀
念
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、
旧
友
と
の

司
会
を
改
‥
び
、
吁
い
の
現
況
と
将
来
に
つ
い
て
謡
り

合
わ
れ
ま
し
た
。
（
衣
紙
関
連
）

20 歳を迎えて

車田　和樹

私たちは成人証露を手にし、成人した

とはいえ成人者としてはまだまだ未熟で

す。これから先、どんな困難が待ち構え

ているか全く わかりません。そして、そ

の困難のために悩み迷う時が来るかもし

れません。しかし、そんなときこそ自分

という個を向上させるいいチャンスだと

考え、怯ますその困難に立ち向 かってい

くことこそが。立派な成人者になるため

の近通であり、通らなけ ればならない道

なのだと思います。そして、一歩一歩着

実にその道を歩み、個を熟成させること

が、私たち新成人としての便命なのでし

ょう。その熟成された個を、先輩や友人

などのより艮い人間関係を通じ、連結さ

せていくことで、国見町をはじめとする

この社会を守り、より良いものへと発展

さ せる糧を螢うことになるのだと思いま

す。

今日この日 は、過去を振り返り、今の

自分を見つめ、そして将来を見据える良

い機会になりました。過去、現在、未来

の自分に胸がはれるよう棚一杯生き てい

こうと思います。

(成人式 答辞からの抜粋)

新春を走り初め
大枝地区元朝マラソン

国 見町 大 枝 地 区 家 庭 ス ポ ー ツ 協 会 （板

橋 敏 光 会 艮 ） が 十 催 する 第26 回 元 朝 マ ラ

ソ ン 大 会は 、 新 春 １月 １ 囗午 前 ８時 、 初

日 の 出 の な か 川 内 厳 島 神 社 を ス タ ー ト し

まし た 。 地 区 の 親 睦 と 健 康 増 進 を 願 い 、

毎 年 元 日｡に 行 わ れ て おり 、 地（）くl内 外 か ら

約70 名 が 走 り 初 め をし まし た 。

国
見
町
消
防
団
出
初
式

新
春
恒
例
の
国
見
町
消
防
団

出
初
式
が
一
月
四
日
、
グ
リ
ー

ン
ア
リ
ー
ナ
９
２
３
で
行
わ
れ
．

年
頭
に
一
層
の
精
励
を
誓
い
ま

し
た
．

消
防
団
員
一
二

○

名
及
び
婦

人
防
火
ク
ラ
ブ
一
二

名
が
整
列
、

辿
常
点
検
、
巾
両
点
検
の
あ
と

冨
永
町
長
が
「
災
山
の
無
い
よ

い
年
と
な
る
よ
う
祈
り
ま
す
ご

と
述
べ
、佐
藤
忠
美
議
長
も
「
災

害
に
強
い
町
づ
く
り
の
た
め
尽

力
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
．

ま
た
．
商
橋
力
消
防
団
長
は
訓

示
の
巾
で
「
新
年
に
あ
た
り
消

防
・
防
災
活
動
へ

。
層
精
進
し

て
参
り
ま
す
ご
と
新
春
に
あ
た

り
誓
い
を
の
べ
ま
し
た
。



1
2月
の

グ
ラ

ビ
ア

あつかし山ビッグツリー
12月23日午後５眄。花火とともあつか

し 山に大きなツリー型のイルミネーシ

ョンが浮かび上がりました。今年で10回

目を迎え 、年来年始の風物詩とし て定堋

し た国見トライアングル・クラブ で佐傴

司会長、主催のピッグツリーは、１月２

日まで国見E司を照らし新年を光で迎え

ました｡

{写臭提供：福島民友新聞社}

ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
慰
安
会

一人暮らしのお年寄りの方に葵しい年の湘を過ごし

てもらおうと,12月26日, 慰安会が観月台文化センター

で開かれＪした｡ 网社会樋祉協議会と网赤十字奉仕団

が主催したもので｡ﾜ1歳以上の一人暮らしの高齢者107

名が招枸されました,I,藤田保育所の園児も 参加し ，お

年寄りEこ可愛らしい歌や遊戯を披露 ，つきたての餅を

囲んで，孫のような園児と楽しく会食し まし だ § 朝

より奉仕団の方々が調理したおせち刈理か配られ ，来

場できなかった方へも配布されました｡

村
上
昭
男
さ
ん
よ
り
多
額
の
寄
附

村
上
医
院
を
開
業
し
て
い
る
『

村
上
昭
男
さ
ん
一
宮
町
北
・
よ

り
、
町
社
会
福
祉
協
・議
会
と
藤
田
小
学
校
に
。
そ
れ
ぞ
れ
１
０
０

万
円
が
寄
鮒
さ
れ
ま
し
た
、
村
上
さ
ん
の
奥
様
も
と
さ
ん
が
急
逝

さ
れ

。
そ
の

ご
遺

志
と
し

て

、

福
祉
の

向
上
と

。
更

に
関

わ
り

深

い

藤
田
小
学

校
へ

。
健
や

か

な
子

ど

も
た

ち
の

育

酸

の

た

め
に
と

。
1
2月
2
0
日

冨
永
网

長

へ

届

け
ら
れ

ま
し
た

。。杓
上

さ

ん
は

、
長
年
に

亘
り

町
の
健

康

検

診

等
で
児
童

亠
’一

徙

を
は

じ

め

。
多

く
の
町

民
の

健
康

に
貢

献

さ
ｎ

て
い

ま
す

Ｉ

ク
リ
ス
マ
ス
お
楽
し
み
会

藤
田
保
育
所

12月19日 ，藤田保育園でクリスマスお楽しみ

会が間かれ，お父さんお母さんへ，園児たちな

ら歌やお遊技のフレゼント トト囗やミッキー

マウスのダンスなど ，この日のために一生懸命

練習しました｡ 叢後に冨永网艮と佐藤忠美議艮

扮するサンタさんが登場 ，がんばった園児たち

ヘフレゼントが贈られました，

地域の福祉に役立てて Ａコープ国見店

Ａ
コ

ー
プ
国
見
店
で
は
。
「
地
域
の
福

祉
に
役
立
て
て
」
と
昨
年
に
引
き
続
き
网

社
会
福
祉
協
議
会
に
５

万
円
を
寄
付
く

だ
さ
い
ま
し
に
・
地
域
に
根
ざ
し
た
店
舗

展
開
を
図
っ
て
い
る
Ａ
コ

ー
プ
で
は
蔵

来
チ
ャ
リ
テ
ィ
セ
ー
ル
を
開
催
。
そ
の
収

益
金
を
真
誠
宏
安
ジ
ェ
イ
エ

イ
福
島
食

品
福
島
営
業
所
長
と
郡
司
敦
国
見
店
長

か
ら
届
け
ら
れ
ま
し
た
。



皿J 匹J 皿 ｊ

税に関するコンクール標語の部最優秀賞　県北中 玉木利英さん

税
の
申
告
お
忘
れ
な
く
！

申
告
相
談
　
２
月
1
4
口
(
金
)
～
３
月
1
7
日
(
月
)

国
見
町
で
は

、二

月
十
四
日
か
ら
三
月
十

七
日

ま
で
の
日
程
で

、
町
県
民
税
・
所
得
税

の
申
告
相
談
を
行
い
ま
す
。

こ

の
申
告

は
、
昨
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま

で
の
所
得
を
申
告
し
て
い
た
だ
く
も
の
で

、

平
成
十
五

年
度
の
町

県
民
税

や
国
民
健
康

保
険
税
な
ど
の
課
税
の
基
礎
と
な
り
ま
す
。

申
告
相
談
に
は
、
必
要
な
書
類
を
持
参
し

て
、
申
告
者
本
人

が
お
い
で

く
だ
さ
い
。

昨年の申告相談

申
告
相
談
に
持
参
す
る
も
の

【
所

得
、

経
費

関

係
の

書
類

】

①
ａ

業
を

さ

れ
て

い

る
方

◆
ａ

産

物

の
収

人

金
の
証

明

占

な
ど

．
年

間
の

収

人
の

わ
か

る

も
の
◆

水

稲
、

果
樹

な

ど
の

受
取

共

済
金

明
細

占
ま

た

は
支

払
共

済

命
の

領
収

心
‥
◆
大

農
只

等

を
嘔

成
卜

四
年

中

に
購

人
さ

れ

た
方

は

、
そ
の

領

収
μ

◆

戚

人

及
び

作

業
委
託

が

あ
る

場
合

は

、
そ

の

領
収
書

（
Ｊ

Ａ

の
ラ

イ

ス
セ

ン

タ
ー

、
育

苗
セ

ン

タ

ー

も
必

要

）

②

営
業

（
商

売
等

）
を
さ

れ

て

い
る

方
は

、

売
Ｌ

げ
．

仕

人

れ
、

経

費
等

の

諸
帳
簿

③
Ｌ

地

、

姓
物

等

の
譲
波

が

あ

る
方

は

、
売

買

喫
約
睛
‥
ま

た

は
四只
取

証
明
お
‥
等

④
給
り

や

パ
ー
ト

等
及

び
年

命

受

給
者

の
方

は

、
源
泉

徴

収

．票
ま

た

は
支

払

証
明

潛
等
　

【
控

除
関

係
書

類

（
所

得
か

ら

差

し
引

か

れ
る

も
の

）一

①
生

命
保

険
料

や

個
人

年
金

保

険
料
（
十
年
以
ｈ

の
掛
け
金
）

の
支
払

い
証
明
占

②
建
物
共
済
及
び
火
災
保
険
料

等
の
損
害
保
険
料
の
支
払
い

証
明
μ

③
国
民
年
金
保
険
料
の
支
払
額

の
わ
か
る
も
の

④
医

療
北
控

除
を
受
け

る
方

（
支
払
っ
た
医
療
費
が
十
万

円
ま
た
は
所
得
の
五
％

を
超

え
た
場
合
）
は
そ
の
領
収
占
．

及
び
介
護
保
険
制
皮
に
基
づ

く
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
た

方
は
そ
の
利
用
料
等
の
領
収

＆
⑤
そ
の
他
必
要
と
認
め
ら
れ
る

潛
類

期
限
ま
で
正
し
く

申
告
し
ま
し
ょ
う

町
県
民
税
の
申
告
義
務
に
つ

い
て
は
地
方
税
法
な
ど
で
規
定

さ
れ
て
お
り
、
正
当
な
理
山
な

く
申
告
し
な
か
っ
た
場
合
、
条

例
等
に
よ
り
過
料
が
科
せ
ら
れ

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

★
問
い
合
わ
せ

7? 税 国
５ 務 兄
８ 課 町
５　　役

｜ 課 堀
２ 税

７ 係

７
８

直
通

申告をしなければならない人

・ 一般の人の場合

・農業．営笑など事業を営んでいる人
・公的年金等を受給している人

・地代．家綢．配当などの所徇のある人

■給与所得者の場合
給与所得者の場合は，毎月の給与から所碍税が源

欒徴収され，その年の最後の給与を支払う際に年税

額を渭算(年末調ｔlしますので通常は申告する必要

はありませんが。次のような人は申告してください。
・給与の年収額が2 , 万円を超える人

・給与のほかに．他の所得がある人･;例えば．給与

所得のほかに農業．配当などの所徇がある人jl

・2 ヵ所Ｕ 上から給与をもらっている人（八I－卜．

アルバイトを含む,IIまたは ，中途退珮などのため

に年末調竪できなかった人

闘十地や建物などを譲渡した人の場合

土地や建物を売ったり交換した人、居住用の財産

を買い換えた人など。また、国や県。网など公共事
業のために土地や建物を売った場合など。所得税が

かからなくても申告は必要です。



申告相談日程

受付月日 �　
町 内 会 名(

午前9畤~11畸匐分まで) �　

町 内 会 名(

午後|畤～後4畤まで)

２月14日(全)�小坂 �太川川

17 日 (月)�加川・泉川1; �泉川巾・ 川 ﾄﾞ

18日(火)�鳥収 �阪橈

19日(水)�内谷西 �内谷朿

20日(木)�貝川北 �川ll肉

21 日 ( 金 )�人木戸 �心城

24 日 (月)�山桃 �光明与

25日(火)�鶉町.Iこ野．滝山 �源宗山IS・朿・北、人坂

26日(水)�
山崎北・小林、
山崎舘・山崎小舘 �

山崎寓舘・寓前．
山崎垪谷・山崎沢Ⅲ

27日(木)�石砂Ⅲ朿 �心ⅢII人・石川旧ﾋ

28日(金)�石毋III原 �石母川西

３月３日(月)�駅前・錦町・木町 �人町南・人町北

４日(火)�寓
町|刊・宮町北.

・Ⅲ充陽・藤川宮曲 �宮原・町朿

５日(水)�原町 �中部

６日(木)�＆柳 �築納

７日(金)� 北 部　・ 川 内

10日(月)�森iljf第1 �森ilJf卵2

11日(火)�廠江野訥3 �廠il:野第4

12日(水)�徳江北 �廠江野節7

13日(木)�良江野第8 �廠江野第9

14日(金)�森江野第10・11 �森江野第12

17日(月)� 指 定 な し

・ 会場は役 鳩第１会 鍛室( ２階)です。

※税務 署で申 告さ れる方 や税務 署から案内を受けている方は、

圃見町で申 告相談 する必要はありません。

※混雑を 避ける ため 、指定期日 に申 告相談さ れるよ うご 協力

をお願いし ます。

確定申告説明会
福島税務署では、次により確定申告説明会を開催

します。説明により実際に申告書を作成するもので、

出来上がった申告書を提出することも可能です。ふ

るってご出席ください。

確定申告書説明会

【営業・農業・不励産所得のある方】

１月31日淦3　9:30～12:(X) 観月台文化センター

【給与所得者・年金受給者】

１月31日13:30 ～16:【X】 観月台文化センター

【住宅借入金等特別控除を受ける方】

２月７日窗13:30 ～16:【X】 伊達町ふれあいセンター

◆持参するもの

源泉徴収票をはじめ、各種保険料の支払い証明書

など。例年税務申告に必要なもの。また、口座番

号や印鑑、及び電卓や筆記用具。

◆説明会場で確定申告が螫つた方は、その場で申告

審の事前提出ができます。

税の控除について

国民年金保険料は

社会保険料控除の対象になります

確定申告の時期になり まし た。

平 成14年 １月 から12月 までの 問に 納め ら れた

国民年金保険料は「社会 保険 料控除」と して全額

が所 得から控除されますので、申 告の際には「領

収書」をお持ちください。

申 告できるのは、平成14年分の保険料のほかに

も 、過去の期間で未納や免除を受けてい た分を納

めた 場合も含めて、平成14年中に納めた全部の保

険 料納付額です。

問い合わせ
東北福島社会保険事務所　f?ｰ  014

国見町役場 住民課年金係　 ﾊ  ゙585 ｰ 2179

要介護認定者等の障害者控除
要介護紹定者等の介護を要する高齢者の方で、障害

者手帳をお持ちでない方あるいは手帳の更新等を受

けていない方でも、手帳の交付を受けている方等に準

ずると町艮の認定を受けた方は、所得税法及び地方税
法の規定により障富者控除の対象となります。

確定申告あるいは住民税の申告の際は、「障客者控

除対象者認定書」が必要となりますので骸当される方
はあらかじめ申謫してください。

申請受付 随時受付

申請場所 役場保健福祉課福祉係

持参するもの 印鑑

(認定の対象となる方)

・常に就床を要し複雑な介護を要する方

・身体または精神に障害のある65歳以上の方で、その

障害の程度が身体障害者または知的障害者に準ず

る方

おむつに係る医療費控除の取扱いについて

おむつ代の医療費控除を受けるのが２年目以降で

ある方は、医師が発行したおむつ使用証明書がなくて

も、市町村が介護保険法に基づく要介護認定に係る主

治医の意見雹の内容を確認した書類により、寝たきり

状態にあること、及び尿失禁の発生可能性があること

が匯認できれば、おむつ代が医療費控除の対象として
認められることとなり豕した。

申調受付は、保健福祉課福祉係で行います。必要な

方は、印鑑持参の上おいでください。
なお、この手統きによる証明が認められるのは、平

成14年に使用したおむつ代分（平成15年に確定申告す

る分）からとなります。

詳しくは､保健福祉課福祉係まで

お尋ねください。??585 － 2793



町
職
員
の
給
与
等
の
状
況
を

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す

町
職
員
の
給
与
は
、
民
間
給
与
の
調
査
に
基
づ

く
人
事
院
の
勧

告
お
よ
び

県
や
他
の
地

方
公
共
団

体
な
ど
の

均
衡
に
考

慮
し
つ

つ
、
町
議
会
の
議
決

を
経
て
条
例
で
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
平
成

十
四
年
度

に
お

い
て
は
厳
し
い
経
済
状
況

を
反
映
し
、
率
で
二
・

〇

三
％
（

月
例
給
額
で
平
均
七

、七

七
〇

円
）
の
減
額
と
な
り
ま

し
た
。
職
員
の
給
与
な
ど
の
状
況

を
お
知
ら
せ

い
た
し
ま
す
。

1｡職 員給与 費の 状況 （平成14年度一般会計予算）

輹員数Ａ �
給 与 費 ����　1人当りの

給与費(B/A)�給　科 �職員手当等 �用汞･t匐手当咢� 計（８）

99人 �416.482
千円(410.834
千円)�59.

 田 2千円(
△6＆吁円) �1

 .0 千円(

 △ 5. ﾌ 24千円) �9.579

 ･千円(

△ｰ &  674千円) �6
 ､ 6 %千円(
△169千円)

峯O 　は平成14 年12 月議会においての引き下げ頷

2｡職員の平均給料及び平均年齢

区 分 �
国 見 町 �� 福 島 県

�平均給料月額 � 平均年齢 �平均給料月額 � 平均年齢

一股行政靴 �344.100 円 �8.3  歳 �3  .78 円 �40.1 鑞

3｡職員の初任給および経験年数別給与月額の状況

区　　 分 ��初任給 �
鰹験年数

���10年 �15 年 �20 年

一般行政皸 �

大学卒 �174.48 |円い
 刀 �253.300

円 �313.000円 �382.900円

�高校卒 �ｰ 41,9 |
円(139､500)�3.68 円 �294.700円 �314,∩∩∩円

峯O 　は平成15 年1月における改定後の頷．他は平威14 年４月現在

4｡一般行政職の級別職員数

区 分 �1級 �2 級 �3吸 �4級 �5 級 �6級 �7 級 �8 級

標準的な
職　 務 �

主 事

主事哺 �
主 事 �主 事 �

係 長
主 査 �

係 長
主 査 �

課長襦佐
主任主亶 �

曝 喪 �笋　事
聡務課長

輹員数(人) � ０ �14 �12 � ８ � ６ �32 �１１ � ２

構慮訛(％) � ０ �16,5 �14,1 �9.4 �7.1 �37.6 �12.9 �2.4

5｡職員手当の状況

閘末勵勉
手　当 �

区 分 �6 月期 �12月明 �3 月期 � 合計 �

笥蘇黠務
手　 当�

卮牘・困膃・不快・不偏聿な業即こ従l するl 異に吋して支給される手当

鞦員全体に占める手当支葡驚異の割合2L7  %

支餡刃象甎禺一人当りの平均支給月ま 4.28  |円

手当の橦鳶 口 瞳鳶　 代衰的な手当の橦類 税覇驚回

�朋末手当�1 .45.月分 �1.55月分 �0,5月分 �3.5月分

�勤勉手当�0,6月分 �055月分 ��1.15月分

�制度上の段簫､職務の級による加算措置あり｡(平成15年1月現

在の改定後､平成11年度より0.6月分引き下げられています｡)�����扶養手当�　

凱 4. 記曩●以外の槇●糯簑のうち2人までそｎぞれ6,00(跨[ た

だし．扶蒹曩曩でない配潤耋のある鼈員の扶剔瞳 のうち1人は6,50(Ri 僑看

叺 墫し竃員の扶曩麈裹のう51 人は11.00(円 その售1人につき5.  .  殿

稷禀のうち滿16蠹年屋切めから温22 麕年厦末までの子供につき5.00(珊 扣●

退竃手当 �

区 分 �助続20年 �勤続25年 �勤続35年 �最高限度

�自己都合�21.O月分 �33.75月分 �47.5月分 �60.0月分 �
僅居手当�

酋覃･●馨 月簫9.500円をl える家貫を払つてい･ ●Ｉに匍し,1(XD~27

目　 宅 ●高3.500円
�定年･勧奨�28.875月分�.55月分 �627月分 �627月分

眄閠外

勤摶手当 �

正規の時間を越えて勤務したときに支給される手当

鼈員一人当りの平均支給月額772 円 ���
��遇勤手当�2

～4km末12.200円　4～6krn未囑 3.40C円　6~8㎞未4.8
～10km未涌5.60(詞 ‥‥‥‥‥80㎞以上43,9(X)円

6｡特別職の報酬など

幡科（報酬）月額 ����期末手当

町長 �846.0(X〕
円(803.7(X))�餓長 �338,(X)(FI　(321j(X))�6

月期 1  .45 月分12

月嘲|.55 月分3

月朔　0.5 月分

合針　3.5 月分

助役 �67a000円
( 2 , ) �讖粤�2

 図 ｣〔X)(Xｪl　{241,1)o)

収入投 �635.000
円(603,3CX))�埴員 �228,(X)(FI　{216XXX})

Ｏ 　は5  %  額支韜額

7｡部門別職員数の状況

�一般行政阻門 ���������特別行政�公営企業 �

合計
部門 �議会 �総務�

企画

商工 �
税務 �民生 �衛生 �農林�土木 �合針� 敦育 �

水道･下水
道･その他

皸員数(人) �２ �16�８ �10 �14 �９ �15�１１ �85�18 �15 �１１８

条例定数121 人

ここで 用い ている 数値は､ 平成14

年４月１日 現在の｢ 地方公務員給与

実態調 査｣等に基づき作成しまし た

が､給料額及び期末手当につい ては 、

減額後の 額等も表記しています。

【問い合わせ】

総務課庶務係??585 －2112



保健だより
啣 嶂 舛零で芦偉増道 係 ( 5 5 ) 2780

健康は日々の

暮らしの積み重ね
生活習慣病を防止しよう!!

２月１日から７日は生活習慣病予防週間です。

生活習慣病とは、以前に成人病と言われていた病気（がん、心

臓病、脳卒中等）で、その大きな原因が長い間の生活習慣の乱れ

によって構成される病気です。生活習慣病とは、その名のとおり

生活のしかたと深いかかわりをもっています。栄養の偏り、不規

則な食事、運動不足、睡眠不足、ストレスなどの悪い生活習慣が

積み重なって発病の大きな要因となります。日頃の暮らしぶりを

点検して問題点があれば、それを改善していくことが必妥です。

乳　児　健　診
該　　　 当　　　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

・３か月児（平成14年11月生まれ）

・９か月児（平成14年５月生まれ） �
３月20日(木) � 午後１時30分～午後２時 � 観

月台文化センター　
第１和室

【健診内容】医師の指導、身長・体重測定、調乳、離乳、予防接種などについて

〈持参するもの〉母子健康手帳を忘れずに！

１歳６ヵ月児健診
該　　　 当　　　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

平成13年７月１日 ～　　

平成13年９月30日生まれの幼児 �
３月13日(木) � 午後１時30分～午後２時 �

観月台文化センター

大研修室

【健診内容】内科と歯科の医師の診察、歯科衛生士による歯みがき指導。生活保健指押、身長・体・ 測定を行います。

心理判定員による相駁 一指爾…子育てに関する不安や悩み等、お気軽にご相談ください。

栄饗指導（おやつの試食）もあります。
（持参するもの）母子健康手帳と１歳６ヵ月児健康診査票（必要事項を記入してください）を忘れずに １

二コニコ相談会
対　　　 象　　　 者 � 実 施　日 � 実 施 時 間 � 会　　 場

国見町在住の乳幼児及びその保護者 � ３月12日(水) �午前９眄30分～午前10 時 分 �
観月台文化センター

第１和室

【実施内容】身体計測。栄養相談、子爾て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。

〈持参するもの〉母子碑康手帳を忘れずに！

健 康 相 談 会
対　　　 象　　　 者 � 実 施　日 � 実 施 時 間 � 会　　 場

町内在住の方 � ２月７日(金) �午前９眄l〕分～午前10眄l汾 �
観月台文化センター

第２和窒

【実施内容】各種健康相談、血圧測定等

〈持参するもの〉健康手帳、総合検診結果通知書

いのちを救う愛の献血にご協力を!

１月30 日( 木)【ま

国見町の

献血の日 です。

成分献血が主となります

【場所】国見町役場前

【受付時間】

午前９畤～午前11時

午後１畤～午後４時

※成分献血は､検査を含め

約１時間かかります｡ご協

力くださる方は､あらかじ

めご連絡ください。

第30 回｢ は たち の 献血 キ ャン ペ ーン｣(平成1曄1 月1日(水)~2月2S日(金)実施中)
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除雪作業協力のお願い

町では例年冬期期間 の通勤、通学。

生活道路の確保のため 、町内土 木業社

の協力 により、降雪時に多い時 には 早

朝より 除雪作業を実 施し てい ます。幹

線道を優先し町民皆さまの足の 確保に

努めてい ます。

効率的な除雪のため

○路上駐車は除雪作業の 妨げとなり ま

す。緊 急時にも 支陣となりま すので

路上駐車は絶対にしないようご 協力

く ださい 。

○除雪作業で、家庭の出 入口など に寄

せら れた雪は、それぞ れ片付け下さ

るようお 願い 致しま す。

多く の皆さんが通行 する幹線 道路を

優先さ せ、末端部まで除雪出来ないこ

とご 彈解題い ます。

建設課　維持管理係??585 －2972
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ありがとうございました，

赤い羽根共同募金

総 額　2 , 014 , 80 円

歳末たすけあい共同募金

総額　695  , 650円

皆様からお寄せい

ただいた善恵は，

各違勅の趣旨に基

づき分配させてい

ただきます。

福島県共同募金会国見町分会

国 見 町 社 会 福 祉 協 議 会
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国民健康保険からのお知らせ

領収書は大切に
昨年10月１日に国民健康保険法の一部が改正さ

れました。

詳細は既にパンフレットや広報でお知らせして

いますが。高額療養費（医療費）にかかる内容が

大きく改7Fされました。

これまでは、入院・外来でそれぞれ限度額が定

められておりましたが｡今回の制度改正により「入

院・外来合算」等をすることとなり 、これまで高

額医療に該当しなかった医療費についても返還す

るケースが生じることとなります。

従いまして、医療機関（院外処方を含め）に支

払った際に発行される領収書は金額の多少に関わ

らず必ず保管されるよう心掛けてください。高額

医療の申請には領収書が必要で。紛失した際には

領収書の再発行を受けて頂くようになります。

なお、該当者へは、従来どうり「はがき」でお

知らせいたします。

【高額療養費( 医療費) の申請手続きから個人へ

の糒込みは、従前の２ヵ月から３ヵ月後となりま

す｡】

★問い合わせ
保健福祉課 国保係S5 －2785

国土調査にかかる閲覧のお知らせ

平成13 年度 に実施しました貝田第 ４・第５、

及 び石母田第 ３地区の国土( 地籍) 爾 査によ

る． 地籍図 ・地緬簿案 が作成さ れましたので、

下記により閲 覧いただくようお知らせします．

この 閲覧では．調 査結果を瞳昭いただき．

成 果の 承紹となりますので、期間中に閲覧さ

れますようお 願いいたします．

地区名　 貝田第 ４・第５、石 母田第 ３地区

閲覧期 間　 ２月17 日(月)～ ３月８日(土)

日曜日を除く午前 ９眄から午後４畤３}分まで

(土曜日は実施します)

順 場所 国關 駲 ３階和室

＊該当の方には文書で通知いたし ます．印 鑑

をご持参ください．

★お問い合わせ

企画商Ｔ證国土調査係585  ｰ 2 7
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掲載を希望されない方は 、届け出の際にお申し 出下さい。

２月の心配ごと相訣

511啝 武Ⅲ　 勲14
占nl ウメj4

141｣(お 菊埴 撃 助 な
中山 恭一μ，

2511肉 占Ⅲ　 稔气
村Ｌ 八μ ４

●場所 役場(  2 )相ja室
●時間 午前９畤一il午

人口と世帯
平成14 年12 月１日現在

人口11.025 人(  十 2 )

男5.286 人（－１）

女5.739 人( 十 3 )

出生９人 死亡10人

転入18人 転出15人

世帯3201 世帯（士Ｏ）



生涯学習

つうしん

国見町教青委員会生涯学習課
(観月台文化センター)

住 ( 5 ) 2670 FAX  ( 5 ) 2707

成
人
学
級講

話
「
生
き
方
い
ろ
い
ろ
」

昨
年
十
二
月
六
日
に
一
年
を

振
り
返
り
、
新
し
い
年
を
ど
の

よ
う
な
気
持
ち
で
迎
え
た
ら
よ

い
か
を
考
え
る
た
め
に
、
成
人

学
級
で
は
、
国
見
町
出
身
の
谷

津
党
様
を
講
師
に
「
生
き
方
い

ろ
い
ろ
」
と
題
し
た
講
話
を
聞

き
ま
し
た
。

感
謝
に
報
い
る
「
お
陰
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
心
づ
く
り
の

生
活
を
提
唱
さ
れ
た
お
話
に
、

参
加
者
か
ら
は
、
忘
れ
か
け
た

も
の
を
呼
び
起
こ
さ
れ
、
感
銘

高
き
も
の
と
の
感
想
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。

谷
津
さ
ん
は
『
人
は
生
き
る

こ
と
は
皆
同
じ
だ
が
、
「
生
き

方
」
は
異
な
る
。
ど
の
よ
う
に

生
き
た
ら
良
い
の
か
』
と
問
い

か
け
ま
す
。

最
初
に
、
自
分
の
考
え
・
行

助
の
な
か
の
自
分
の
我
＝
自
分

の
わ
が
ま
ま
に
気
づ
く
と
し
、

更
に
「
人
柄
」
と
は
「
自
分
で

織
る
も
の
」
で
あ
り
、
言
い
換

え
て
「
心
づ
く
リ
」
に
あ
る
と

話
は
展
開
し
ま
す
。

心
づ
く
り
は
。
自
分
中
心
の

心
か
ら
他
と
の
関
わ
り
の
「
お

陰
」
に
あ
る
と
し

、
こ
れ
を
日

常
の
心
の
ベ
ー
ス
に
す
る
こ
と

が
必
要
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

お
陰
か
ら
感
謝
に
報
い
る
＝

報
恩
を
生
活
の
堪
準
に
す
る
こ

と
か
ら
、
更
に
心
ほ

か
な
生
き

方
が
見
出
せ

る
の
で
は
な
い
か

と
ま
と
め
ま
し
た
。

行事のお知らせ
《 １ 月 》

16(木) 子ども 移動図書館( 森江野小)

17(金) 成人学級(一年の計を梧る 会)。

子ども 移動図 書館(藤田小1)

18(土) 少年仲問づくり教 室( おもし

ろ理科実験)

20( 月) 子ども 移動図 書館( 大木戸小)

21( 火) 子ども 移動図 書館( 大枝小)

23( 木) 子ども 移動図書館( 藤田小3)

30( 木) 阿津賀志学級( 寿祝新年会)

〈 ２ 月 〉

４（火） 子ども 移動図書館（大枝小）

５（水） 子ども 移動図書館（小坂小）

９（日 ） 町民教室（手作りチョコ）

12（水） くにみ女性教室（閉講式）

13（木） 子ども 移動図書館（森江野小）

14（金） 子ども 移動図書館（藤田小1 ）

17（月） 子ども移動図書館（大木戸小）

18（火） 子ども移動図書館（藤田小２）

新生活運動にご協力ください

φお見舞いは三千円以内とし、快気祝い
は自粛しましょう。

φ香典は三千円以内とし、お返しは自粛

しましよう。
φ結婚披露宴は簡素にし、会冊制としま

しよう。
食貫は一万円以内とし、引き出物は自
恥しましょう。

国見町新生活運動推進委禺●

参加者募集
新春囲碁･将棋大会

日　畤 平成15年２月２日(日)

受 付 午前８時ｌ〕分～

開 会 午前９時

場 所 観月台文化センター

第一和室・大研修室

定 員 囲碁・将棋 各ｌ〕名

参加資格 国見町民及び町内職場

に勤務する愛好者

会 費 一人1.厦]円､小中学生SX〕円

(昼食代含む)

表 彫　Ａ．Ｂ各級 優勝から３

位までを表彰。Ａ級優勝

者に町長杯を授与

申込期限　１月27日(月)まで

手作りチョコ町民教室

参加者募集

内　容 手作りチョコレートとラ

ッピング

日　時 平成15年２月 ９日(日)

午前９時ｌ}分～

午前12時ａ)分( ２時間半)

場 所 観月台文化センター

栄養指導室

定 員40 名

講 師 管理栄餐士

杉崎一江先生

対 象 国見町に在住の小学４年

生から中学生

材料費500 円

申込期限　 １月31日(金)まで

申し込 み及び問い合わせ

牛涯学習課生涯学習係へ（電話5  ｰ  76 での申し込み可）



'観月台
文化情報

親子映画館
｢それいけ！

アンパンマン」

と　 き　２月８日(土)

１３：３０～

入場料　３００円

(小学生以1=)

第24回　NHK 東北民謡
コンクール

と　き　 １月２５日( 土)

予選会　10: ００～

県大会　18: ００～
(ゲスト 鈴木正夫)

予選会は自由に 観覧できますが、

県大会は整 理券が必要となります。

問い 合わせ●●●ｔJ1 字・ 課 文化贏艮篠 (  585  )  2676

町
民
教
室

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
教
室

町
民
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
教
室

は
、
福
島
市
の
糸
井
桂
子
先
生

を
講
師
に
迎
え
、
十
一
月
二
十

口
（
水
）
よ
り
三
川
の
日
程
で

開
講
し
ま
し
た
。
開
訓
式
後
。

二
十
名
の
参
加
者
は
、
先
生
の

指
導
を
受
け
な
が
ら
、
ガ
ラ
ス

の
周
り
に
カ
ッ
パ
ー
テ
ー
プ
を

貼
り
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
色
ガ

ラ
ス
を
上
手
に
半
田
づ
け
を
し

ま
し
た
。
教
室
生
の
中
に
は
半

田
付
け
を
仕
事
に
し
て
い
た
方

も
あ
リ
プ
ロ
の
よ
う
な
出
来
栄

え
に
周
り
を
驚
か
せ
て
い
ま
し

た
。
Ｊ二
回
に
わ
た
っ
て
フ
ォ
ト

ス
タ
ン
ド
と
お
や
す
み
ラ
イ
ト

の
作
品
づ
く
り
に
励
み
ま
し
た
。

～新しい本が届きました～

く一般鈿）
い のちの言葉 …… ……………………………日野原重明

現代ごみ紛 争…… ………………………………田口正巳

常識として知っておきたい日本語………………柴田武

平成三十年 上・下… …　…………………… 堺屋太一

海釣り 百科 ……… ………… ……………………本間貞“゙

愛しい 旅がたみ ……… …… ……………………澤地久
霧

生きる …………… ……………………………乙jll優三郎

発火点 …………… ………………………………真保裕一

晴子橘歌 上 ●下 ………………………………高村 爾

再辺のカフカ 上 ・下…………………………村上春樹

ぐ児 誦繻）

できる まで図 鑑1～7… …………………………アリス館

ハムスタ ーの かい かたそだてかた……………成島悦雄
だｎ だかわかる かい ・むしのかお……………今森光彦

ネコの 本……………… …………カナヨ ・スギヤマ 絵

鉄道記………………… …… …… ………………寺屬満秀

飛行機の歴 史…… ………………………………山本忠敬

給で見るある町の歴史 …… スティーブン ・ヌーン 絵

ふたり でまいご ……… …… …… …………tl とうひろし

ハリーポッタ ーとア ズバガンの囚人

Ｊ ，Ｋ ．囗－リング

ハリ ーポッタ ーと炎のゴブレット 上 ・下

Ｊ ．Ｋ ．ローリング

ス
ポ
―
ツ

できたよ、ダブルダッチ!

小学生を対象にしたなわとび教室。今

回は、２本の縄を交互に回して飛ぶ「ダ

ブルダッチ」に挑戦です。初めて見る飛

び方に戸惑っていた子どもたちでしたが。

一生懸命に練習しました。

募集
バドミントン教室

バドミン トン の楽しさ を知 ってく ださい 。

日　 眄・２月５日　 １２日　 １９日 （3 回 ・水曜 日 ）

午後７時３０分～ 午後9 時

場 所・ 観月台 文化 センター 体育 館

対 象・ 町在 住又は 在勤 の方

定 員・３０人

内 容・ 基本、 応用、ゲ ーム

申込先・１月27 日(月)まで､社会体育係へ。(電話での申込み可)

小学生のバレーボール教室

小学生を 対象 にした 教室で す。

日　 畤・２月 １５日　 ２２日 （２回 ・土曜日 ）

午前9  時 30 分～ 午前1  1 時 30分

場 所・ 観月台 文化 セン ター 体育 館

対 采・ 小学3 ～６年 生（男女と も ）

定 員・３０人

内 容・ 基本、 応用

申 込先・２月３日（月）まで、小学校を 通じてお申 込みください 。



国見

ニュータウン
安
心
と

お
求
め
安
さ
を

恵
ま

れ

た

立
地

条

件

を
活

か

し
、

ゆ
と
り
安
ら
ぎ

、
そ
し
て

快
適
性
を

集
大
成
し
た
街
、
国
見
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
。

販
売
以
来
約
１
０
０
区
画

を
分

譲
し

て
お
り
、
安
心

・
快

適
さ
か
ら
好
評

い
た
だ
い
て
お

り
、
代

金
支
払
条
件

が
緩
和

さ
れ
。
さ
ら
に

お
求
め
や
す

く
な
り
ま
し
た
。

契
約
時
に

購
入
代

金
の
1
0％

を
支

払
い
た
だ

き
、
残
り
は
３

年
以
内
の

分
割
に
よ
り
支
払
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

借
り
入

れ
に
よ

る
一
括
支
払
の
場
合

は
３
年
間
の
利
子
補
給

制
度
を
お
こ
な
い
ま
す
。
（
１

千
万
円

を
限
度
に
２
％
に
つ
い
て
３
年
間
利
子
補
給
を
お
こ
な
い
ま
す
。
）

こ
の
機
会
に

、
心
地
よ
さ

、
快
適

さ
の
街

、
国
見
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
を
是

非

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

支払条件大幅緩和
契約時に１割、残りは３年以内の分割

納入が可能に!
借り入れによる一括支払の場合は３年

間の利子補給制度新設

(1 千万円を限度に、２％について３年
問利子補給)残り63区画分譲中

おすすめポイント

ポイント①
国見町がしっかり支援
ニュータウン分譲斡旋奨励金

支援事業とし て分譲斡旋を頂
いた場合、１区画あたり30 万

円が支給されます。

ポイント２
建てると有利
Ｕ Ｉターン者建築推奨事業と

して土地家屋に関わる固定資

産税１ヵ年分が交付されます。

現
在
6
3区
画
を
分
譲
し
て
お
り
、
先

着
順
に
要
望
区
画
が
選
択
で

き
ま
す
。

建
築
期
間
の
制
限
は
無
く
、
将
来
予
定

さ
れ
る
子
供
さ
ん
等
の
た
め
に
も
購
入

い
た
だ
け
ま
す
。
こ
の
機
会
に
是
非
現

地
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
下
記
へ
お
問
い
合
せ

く
だ
さ

い
。
現
地
案
内
も
随
時
行
っ
て
お
り
ま

す
の
で

、
お
気
軽
に
連
絡
く
だ
さ
い
。

お 申 込 み ・

お閥い合わせ
国　見　町
企画商工課昔585 －2927

藤

田

小

学

校

看 １年 いし4またあかり

泌 ２年 大 貫 秀人
右３年 石原 和輝
皋４年 徳苅 華奈

淅５年 八巻 彩乃
釁６年 加藤 千佳

編
集

発
行

国
　

見
　
町
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